
長期研修員 諸田 弘美
主題設定の理由

学習指導要領 （小学校理科）
「 児童が自ら問題を見いだし、見通しを
もった観察・実験を行う 」

「 学習内容を実生活と関連付けて実感
を伴った理解を図る 」

平成２４年度 群馬県学校教育の指針
「 予想では、既習の知識や生活経験を
根拠に自分の考えを表現する 」

「 考察では、結果を予想と照らし合わせ
て見いだしたことを表現する 」

児童の実態
○自分で筋道立てて考える力が不十分
○考えたことを表現する力が不十分

実験するのは楽しいけれど、
考えるのは苦手だな

「比較して検討する活動」を取り入れました

科学的な思考力や表現力を高めるための手だてが必要

そこで

自信がないから発
表したくないな

研究構想図

「比較して検討する活動」

個人の活動：自分の考えをもつ

集団の活動：自分の考えを深める

科学的な思考力や表現力が高まった児童

「追究する」過程

「実感する」過程

「一般化」の場面

「つかむ」過程

「問題の発見」の場面

「予想」の場面

「観察・実験」の場面

「考察」の場面

児童の実態 ○問題を見いだす、予想を立てる、考察するなど自分で考えたり表現したりすることは苦手

生

活

○既存の知識と学習対象となる自然の事物や
現象とのずれや矛盾から問題を見いだす

・言語化, 図表化

○思考を関連付け、科学的な根拠に基づく
筋道立てた自分の考えをもつ

・言語化

○単元の学習と自分の生活をつなぐ
・ものづくり ： 図や立体,言語化
・振り返り : 言語化

繰り返す



はんどる

０

「問題の発見」の場面

授業実践 小学校第６学年 理科「電気とわたしたちのくらし」 15時間

検
討

児童の既存の知識 自然の事物や現象

乾電池に
豆電球を
つなぐと
豆電球は
光るよ

モーターに豆電球をつなぐと
豆電球は光るかな

ずれや矛盾

自分の疑問や学習したいこと

自分の考えが深まる

友だちの疑問や学習したいこと

気付き
疑問や興味をもった
ことは何か

共通点や
差異点

検
討

気付き
取り入れたい
ことは何か

資料提示

電球式と発光ダイオード式の信号機や照明、
火力発電と太陽光発電の資料
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個人または集団で

個人で

「比較して検討する活動」により適切な疑問や

調べてみたいことを記述できた児童（％）

書けた 書けない

友だちの発言から実験１につなが
る疑問を見いだすことができました

児童の既存の知識とのずれや矛盾がはっきりした演示実験や資料を基に、単元の学習
事項に関する学習問題を見いだし、学習の見通しをもつことができました。

実験１ 電気はつくることができるか

実験２ 電気を使う量は、器具によってちがいがあるか

実験３ 電熱線の太さによって、発熱のしかたにちがいがあるか
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実験３

実験２

実験１

予想の根拠を自分で書けた児童と

他者の考えを取り入れた児童（％）

自分で 友だちの考えを取り入れて

児童の既存
の知識

学習問題

友だちの予想自分の予想

自分の考えが深まる

共通点や差異点

検
討

気付き
予想の根拠として、
どの知識が使えるか

比 較

共通点や差
異点

検
討

気付き
取り入れたい
ことは何か

全員が発表できるよう
グループで発表してか
ら全体で発表しました

友だちの発言から
自転車をこいで、

発電していることに
気付きました

実験１では友だちの考えを基に考えた
児童も、実験３では自分で根拠を書け
るようになりました。

「比較して検討する活動」を
繰り返すことで

「予想」の場面

発電という言葉を
聞いたことがある
から、電気をつく
ることができる

光電池で電気を
つくったことがあ
るから、つくるこ
とができる

自転車で、毎日ライトがつくから電気をつくる
ことができる

電気は、つくる
ことができるか

第４学年での光
電池の使用な
ど

乾電池が
ないから
光らない
と思うよ

演示実験

○なぜモーターを回すと豆電球が光るか
○発電所で電気はどのように作られるか

実験１の実践例

児童の既存の知識 観察・実験

友だちの計画自分の計画

「観察・実験」の場面

共通点や差異点

検
討

気付き
観察・実験の計画
づくりにどの知識
が使えるか

共通点や差異点

検
討

気付き
取り入れたい
ことは何か

手回し発電機を
回すと豆電球が
光って検流計の
針がふれるね

手回し発電機で豆電球、
発光ダイオード、モー
ター、電子オルゴール
が反応するか調べる

光電池に豆電球など
をつないで検流計の
針が動くかどうか調
べる

・光電池は使ったことがあるので、手回し発電
機を使おう
・豆電球が光ったり、モーターが回ったりすれ
ば電気ができたか分かるけれど、検流計の針
が動くかどうかも調べてみたい

自分の考えが深まる

実験１の結果（項目が記入済の表を利用）

実験２の結果（項目はグループごとに記入）

実験１の計画を参考に、 実験２

ではグループごとに計画を立て
て実験したよ。 計画を見直して、
手回し発電機を 50回転に増や
したらうまくいったよ。

児童が自ら計画を立て、計画を
修正しながら実験したり、結果を
まとめたりできるようになりつつ
あります。

電気の存在を調べる
方法が増えました

個人の活動

集団の活動

電気をつくることができ
たか調べる実験

乾電池に豆電球やモー
ターをつないで電流を
流した学習経験など

観察・実験を繰り返す中で、思考を関連付け、科学的な根拠に基づいて筋道立てて考えることができるように
なってきました。

一つの結果
予想

別の結果
結果

友だちの考察自分の考察

自分の考えが深まる

予想通り、豆電球、
発光ダイオード、
モーター、電子オル
ゴールはどれも反応
したから電気をつく
ることができる

＜新たな疑問＞
手回し発電機のハン
ドルを止めるとすぐ
に反応しなくなるけ
ど、ハンドルを止め
ても反応している状
態を保てないか

＜新たな疑問＞
・手回し発電機を回す手ごたえが器具によって
ちがうのはなぜだろう

電子オルゴール
をつないだら音
が流れた

手回し発電
機に豆電球
をつないだ
ら光った

予想と照らし合わせ
て考えると・・・

友だちの発言から、実験２に

つながる疑問を見いだすこと
ができました

共通点や
差異点

検
討

気付き
取り入れたい
ことは何か
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実験３

実験２

実験１

適切な考察を自分で書けた児童と

他者の考えを取り入れた児童（％）

自分で 友だちの考えを取り入れて

共通点や差異
点

検
討

気付き
結果から分か
ることは何か

「考察」の場面

実験１は例文を見て書きました

友だちの考えを取り入れる児童が
徐々に減り、自分の考えに自信を
もつようになりました。

実験３では、太い電熱線の方が早

く切れたのは、電流がたくさん流れ
たからだと思う

発熱の仕方の違いを電流と関連付
けて考察できました

「比較して検討する活動」を
繰り返すことで

○電気の特ちょうを知りたい
○電気を利用したものを作りたい

○電気は永久にためられるか
○信号機が電球式から発光ダイ
オードに変わったのはなぜか

個人の活動

集団の活動

比 較

実験１の実践例

実験１の実践例 「比較して検討する活動」を
繰り返すことで

なぜ光るの？

検
討

児童の既存
の知識

一つの事実
など

自然の事物
や現象
別の事実
など

友だち
の考え

自分の
考え

「比較して検討する活動」とは

個人の活動

集団の活動

共通点や
差異点

気付きから
取り入れたい
ことは何か

比較

共通点や
差異点

検
討

気付きから
取り入れたい
ことは何か

比較

自分の考えが深まる

集団の活動

集団の活動

個人の活動

個人の活動



お

「一般化」の場面

単元の学習
事項

自分の生活

自分の考え

◇ものづくり 学習で獲得した知識を生活で用いられるどんなものに生かすか考えてつくりました

成果と課題

問い合わせ先 群馬県総合教育センター 担当係：義務教育研究係 ０２７０－２６－９２１３（直通）

電気と生活とのかかわりが分かり、学習事項をものづくりに生かしたり、今後
の生活に生かしたいという意識をもったりできました。

○「予想」「観察・実験」「考察」の場面で、 「比較して検討する活動」を取り入れて繰り返し学習すること
を通して、他者の考えに頼ることなく自力で考えることができるようになり意見を交流して自分の考え
を深めることができました。

○問題解決的な学習の各場面に「比較して検討する活動」を取り入れたことで主体的に問題を解決す
ることができました。この「比較して検討する活動」は、他教科などにおいても活用できると考えます。

○検討の前後で児童のノートの記述に変化が見られない場合があり、検討したかどうかとらえにくいた
め、自己評価を取り入れるなど検証の方法を見直す必要があります。

○単元ごとに「比較して検討する活動」を行うための時間を確保した授業構成を考える必要があると考
えます。

成果

課題

◇学習の振り返り
学習前の記述
○電気は私たちの生活にとって欠かせない、なくてはならないもの
○電気は、動くもの、車にも使われている
学習後の記述
私は、電気とは、わたしたちの生活にとってなくてはならない欠か

せないものだと思います。また、実験したことによって電気は、音、
光、熱、運動に変えて利用されていることが分かりました。そして、
生活に生かしたいことは、電気を大切に使うことです。大切に使うこ
とで、自然やかん境にもよいえいきょうを与えると思ったからです。
私は、電気というものは、身のまわりや生活にとって大事なものだ
と改めて分かりました。 また、考えることや想像することが前は苦
手だったけど、 苦手ではなくなったので、考えることや想像するこ
とがいろいろなことに役立ちました。（後略）

学習の振り返りの実践例

電気はなくてはならな
いものだけど、親はなぜ
節電しなさいとうるさく
言うのだろう

学習を通してどんなに電気が大切かを知った。これからは、
電気のむだづかいをしないようにして、発光ダイオードなど
少ない電気の量で長持ちするものを使いたい

電気のつくられ
方や使われ方

電流を電子オルゴールに
流してリコーダーをふい
ているように見せたよ

モーターからコンデン
サーを外して、いつで
も充電できるんだ

太い方の電熱線で早く
切ったよ。目と口が豆電
球で光るんだ

電気をコンデンサーに
ため、運動に変えて走
るよ

車
（電気をためる・運動に
変える）

船
（電気をためる・運動に
変える）

ランタン
（電熱線の太さにより
発熱のしかたが違う、
電気を光に変える）

リコーダーをふく人
（電気を音に変える､
電子オルゴールは電気
を使う量が少ない）

生活の中の事物や現象を
学習事項と関連付けて 、
とらえることができました

個人の活動

学習前と比べ、電気と生活とのかかわりに
ついての考えが深まり、電気に対する記述
量が増えました

共通点や差異点

検
討

気付き
学習事項と生活
との、かかわり
は何か


